
お二人のご報告を聞いて

今井さん）

• ユースセンターの意義

…相談の起点として、連携

• 繁華街全体を若者を孤立させない場に
→第三者が考える「安全」と、若者にとっての「安全」の差異
→避難場所（アジール）としてだけでなく、都市空間を「より安全」に
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お二人のご報告を聞いて

岩本さん）

• 生活保護を受けたい若者

…若者の貧困と、若者の生活保護利用の容易化

（実践・運動の成果として）

• 労働市場・環境の問題 （継続する二極化）
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お二人のご報告を聞いて

お二人のお話から）

• 若者にとっての「家族」の存在感

…親世代の貧困：親世代が「ロスジェネ」世代

…「企業福祉」・「家族福祉」で対処という前提の修正

• 国家の前に、人々の営み（社会といってもいいか）がある

• 制度を機能させていくことの重要性（連携や制度利用支援を通して）
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論点：

②他分野との共通性と世代的固有性
ー個別的なテーマとしての「若者」 その特徴

…家族との関係

①若者が求めているもの
「相談窓口」のできること／できないこと（Q）
「自立支援」や「闇バイト」など
孤立を産まない取り組み（Q） 支援の具体的な着地点（Q）
支援側の考えと、本人の求めることが違っている場合、何を大切にするか（Q）
日常的に一人ひとりができること（Q） 4
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